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「３ 授業実践『⑭⑮』」における言語活動Ⅴ  

Ⅰ 体験から感じたことを伝え合う 

Ⅱ 調べた「事実」や「感じ・考えたこと」を伝え合う 

Ⅲ 発見した「法則・きまり・ルール・しくみ」などを伝え合う 

Ⅳ 必要な情報を正確に取り出し、取り出した複数の情報を比較・
関連付け読み取ったことを伝え合う 

～言葉の力で自分の思いを伝え合うことができる～ 

Ⅴ 互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考えを発展させる 

 

IN PUT 

① 目的に応じて、連続テ
キスト（文章）や非連続
テキスト（図表、グラフ、

写真等）から、必要な情
報を正確に取り出す。 

② 目的に応じて、

取り出した情報

を、比較・関連付

けて読み取る。 

③ 読み取った内容
の意図や背景、理由
を考えて、理解・解
釈・推論して読み解
く。 

OUT PUT 

① 主張（結論） 
「私は、・・・だと思い
ます。」 
「私は、・・・に賛成 or 
反対です。」 

② 理由・根拠 

「なぜかというと第１

に･･･ 第２に･･･ 第３

に･･･だからです。 

③ 意思決定 

「だから私は、これか

ら･･･します。 

（～していきます。） 

  



 
   

１ 授業を実施する前に・授業を実施した後に 

 

 

 

 

 

 

２ 授業準備 

 

 
 

 

３ 授業実践  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 授業終了時・後 

 

 

 
 
※達成目標（例）：７月までは60％（12項目）、12月までは70％（１４項目）、２月までは80％（16項目） 

□① 授業の「ねらい」「指導方法・内容等」を週ごとの指導計画に位置付けている。 

□② 授業の終了後、顕著な児童の発言、気になる児童の行動・つぶやき等を「週ごとの指

導計画」に明記している。 

□③ 授業規律や授業のルールが徹底されている。 

□④ 発言するときのルールが徹底されている。（挙手、返事、起立、周りの児童） 
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□⑤ 授業開始の前に、机の上に教科書･ノート等をそろえさせている。 

  （授業に不必要なものが、机の上にない。） 

□⑥ 授業開始の時間を守っている。 

◇ 導入（問題把握） 

□⑦ 授業始めの挨拶をしている。 

□⑧ 既習事項や生活経験に基づいて、誰もが答えられるような発問から授業をスタートさ

せている。 

□⑨ 「単元名」「学習のめあて」を明示している。（めあて：具体的行動目標＝ゴールの姿） 

□⑩ 「学習問題(課題)」及び「仮説（予想＋理由）」を立てさせたり、見通しをもたせたりし

ている。 

◇ 展開（追究〈自力解決・協働解決〔学び合い〕〉） 

□⑪ 意図的に発問をしている。（「いつ・どこで・何が・誰が・どうした？ 式は・答えは？」→

「どのように？ なぜ？ 何のために？」「もし～だとしたら？」「これからどうなる？」） 

□⑫ 児童の表情をよく観察し、つぶやきを取り上げるとともに、机間指導等で学習状況を

把握している。     

□⑬ 構造的に板書をしている。（学習のプロセスやポイントを振り返ることができる。児童の思

考が板書されている。） 

□⑭ 児童自らの考えを表現できる場を設定している。（ペア、グループ、全体） 

□⑮ 児童の相互評価（学び合い）の場を設定している。（比較、関連付け、総合） 

◇ まとめ（振り返り・内面化） 

□⑯ 「学習のめあて」が達成できたかどうか、振り返り（自己評価）の場を設定している。

□⑰ 児童が次時の学習に対して、関心・意欲や見通しをもてるようにしている。 

□⑱ 授業の挨拶をしている。 

□⑲ 授業終了の時間を守っている。 

□⑳ 習得した知識・技能を、補充する課題・活用する課題（宿題）を出している。 

☆ 自己申告で、それぞれの時期の目標を設定してください。             令和元年５月(1Ver)策定 
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案  
～基本的指導過程 Ver.1～ 

裏面参照 


